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　ラボ・グロウンダイヤモ
ンド取り扱いの販売店が
立て続けに誕生している。
　10月に、ジュエリー専
門店のIMAYOが展開を
はじめたラボ・グロウンダイ
ヤモンドを使用したブラン
ド「SHINCA」に続き、11
月1日から東武百貨店池
袋本店では、1年ほど前か
ら米国で販売され認知度
と共に市場ニーズを捉え
ているD I A M O N D -
FOUNDRY製（米国・日
本総代理店、㈱ピュアダイ
アモンド）のラボ・グロウン
ダイヤモンドのルースを中
心に販売をスタートした。
　百貨店としては、東武百

貨店池袋本店が日本初のラボ・グロウ
ンダイヤモンド販売店となり、取り扱い
経緯や今後の展望などについて、東武
百貨店池袋本店の婦人服飾雑貨部
自主運営三課統括マネージャー山崎
秀一氏に話を聞いた。
　山崎氏は、ラボ・グロウンダイヤモン
ドをはじめ、日本の宝飾業界が呼称と
している“合成ダイヤモンド”の情報を、

既に数
年前から宝飾業界が主催の各種セミ
ナーなどに出席し、学んできたことを明
らかにした上で、このラボ・グロウンダイ
ヤモンドの流通を誰も止めることはで
きないと話し始めた。

新たな価値として
選択肢の一つになり得る

　はじめに私としての考え方は、「百貨
店という小売業態は、ファッション・流
行を中心に考えています。その点からお
客様のファッションに対して、品質やグ
レード、価値と価格のバランスなどを総
合的に判断し、適正な商品を適正な価
格で、サービスを交えて販売していくこ
とが根底にあります」と説明。今回のラ
ボ・グロウダイヤモンドの取り扱いにお
いても、その基準をクリアーしているこ
とを強調した上で、「天然ダイヤモンド
やカラーストーンにはない新たな価値
としての選択肢の一つに成り得る。ま
た、特に若いユーザーの取り込みに期
待しているとのことで、天然ダイヤモン
ドには手が届かないが、ラボ・グロウン
ダイヤモンドの新しい価値・価格なら手
にできる層やラボ・グロウンダイヤモン
ドを入り口に、天然ダイヤモンドへの憧

れを抱
く層 な
ど、いま
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の掘り
起こし

ができる素材だと思う」との捉え方をし
ている。
　また、数年前と現在の情報の差につ
いては、「以前は鑑定機関を中心とした
情報が多かった。主に天然ダイヤモン
ドに混在した可能性のある商品をどの
ように判別するのかなどの内容で、カ
ラット数の大きな商品は少なく流通に
は流れていないとの見解を出した一方
で、鑑定機関からは、それなりに混ぜら
れている痕跡があるとの話もあるなど、
実のところ困った状態だった」と振り
返った。製品が出てくるようになった現
在は、「誤解をまねく情報をお客様にお
伝えすることだけはできない。しっかり
とした正しい情報をお伝えしていかな
ければならない」と、流通を前提とした
捉え方に変化している。さらに「むしろ
販売をし、お客様の反応を得ることが
良いのではないかと思いはじめ、検討
を重ねて若干舵を切った」と明かした。

新しいものの提案がなければ
市場規模は萎んでいく

　懸念材料として、「宝飾業界全体に
正しい知識の蓄積がないことと流通に
対するルール決めがないこと」を挙げ
ている。「今回のダイヤモンドにおいて

は、ガードルに刻印が入っており、ラ
ボ・グロウンダイヤモンドであると特定
できることが担保されている。刻印の
ないラボ・グロウンダイヤモンドが市場
に流れた場合、特定の鑑別機関で検
査しない限り、わからなくなる危険性
がある。そうなればファッション業界な
どにも影響を及ぼしかねない。来年春
頃には、多数の業者が日本国内に入っ
てくる状況だと聞いており、その流れを
止めることはできないと考える。保守
的に現状を留めようとするのではなく、
この現状を活かしながら対応していく
方が賢明だと思う。何もせずルールの
ないまま課題が発生した場合、対応す
ることができるのか疑問です」と話して
くれた。

　加えて、課題として、「ハードユー
ザーの一部に支えられているのが現状
であり、新しいものの提案を考えていか
なければ、宝飾業界の市場規模はもっ
と速いスピードで萎んでいくことが危
惧されている」と述べた。
　最後に「安いから取り入れているの
ではなく、今までになかった新しい価値
ある商品の提案を、選択肢の一つとし
て加えてもらうこと。お客様の反応を見
ながら、今後はどのような提案（商品・
サービス）が一番最適なのか模索して
いくつもりです」とした。

選
択
肢
に
、新
し
い
価
値
あ
る
商
品
の
提
案
を

 

　日本ジュエリー協会（JJA）の第6回
理事会が11月13日に開催され、中川
千秋氏から会長辞任の表明があり、後

任として代表理事（会長）に、真珠・ダイ
ヤモンドなどのジュエリー総合卸商社
代表の小山藤太氏が、11月14日付で
就任した。
　小山新会長は「業界のさらなる活性
化に向け全力を尽くす所存です。何と
ぞ、前任者同様格別のご指導ご支援の
ほどお願い申し上げます」とメッセージ
を添えている。

　日本ジュエリー協会（JJA）の第5回
理事会が10月19日に開催され、下記
概要が発表された。
　山梨一区から選出の宮川典
子衆議院議員より「ジュエリー
産業のさらなる発展（国内に限
らず、海外へ）」「ジュエリー産
業の政治的発言力の拡大（官
邸・省庁へ）」及び「ジュエリー
産業に関する情報の集積とPR
活動の効率化」を目的とした
「ジュエリー議員連盟（仮称）」
設立の提案があったと報告。
　団体正会員11団体に対し、
2019年4月1日より定款変更に
伴う賛助会員移行の案内を、
年内に発送すると報告。なお、
東京真珠加工卸協同組合の名
称変更による来年度の賛助会員移行
の審議は全員異議なく承認された。
　会員企業から、合成ダイヤモンドの
呼称・表記についての問合せがあり、
現状通り「日本語での呼称・表記は“合
成ダイヤモンド”、英語での呼称・表記
は“Synthetic Diamond”と回答した
と報告。
　2017年度に実施したダイヤモンドの
鑑別リサーチの結果についてAGLに開
示し、リサーチで使用のルースの貸出を
行い、今後も継続して欲しいとの要望
があり、さらにGIAにも鑑別リサーチの
結果を開示し
たと報告。
　5月21日より
YouTubeに公
開した動画「二
十歳の真珠（は

たちのパール）」の視聴率増加を目的
に、10月20日～11月19日までバン

パー広告（数秒の動画）を実施
している。
　上半期において、近隣の消
費生活センターを中心に、消費
者庁、独立行政法人国民生活
センターと情報交換を行い、今
後もコミュニケーションを取り
ながら消費者対応業務に活か
していきたいと報告。
　1997年4月に「JC3級テキス
ト」初版の発行以来、大幅な改
定を行っていないことから、来
年度以降の大幅改訂版発行に
向け、しかるべき方々への監修
と執筆願い及びスケジュール
等の立案を進めていくと報告。

　役員選考委員会は、正副会長、専務
理事、総務部会長をメンバーとすると
なっているが、現在会長が専務理事兼
務となっていることから、相原監事を加
えたメンバー構成にて役員選考委員
会を設置すると報告。
　今回4件の新規入会と1件の退会が
承認され、9月末現在の正会員数は
817社となっている。
　UBMジャパンとJJFの合同反省会
を実施。6月・9月の香港フェアとの連動
企画の効果もあって昨年より290名多
い1万4293名となったと報告。

JJA会長が交代新たなニーズの掘り起こしが可能な素材
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新会長に小山藤太氏東武百貨店池袋本店でラボ・グロウンダイヤモンドの販売をスタート
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